1999年台湾集集地震の検討（中間的報告）
工学院大学大学院　久田研究室　　田中　良一

1. 概要

1999年9月21日 (現地時間)、台湾中部の南投県集集付近を震源とするM7.3の地震が発生した。当該地震ではフリングステップと呼ばれる、地表断層のすべりにより、すべり方向に長周期成分が卓越するステップ関数状の変位波形が観測された。本報は当該地震を対象とした強震動計算よるシミュレーションの中間的報告である。

2. 地震断層モデル

本報では、Wu他による1999年集集地震のモデル1）を参考にまず理論的震源モデルを用いた波数積分法2）を用いて強震動計算を行う。Wu他によるモデルA（初期的なモデル）と台湾の地震観測点の位置を図1及び図2に示す。
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図1　1999年集集地震とWuモデルAおよび観測点の位置
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図1　断層震源モデルのすべり分布（Wu他（2001）によるModel A）
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Wu他（2001）によるModel A（基のモデル）
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[image: image15.emf]Slip velocity Fund. And Slip（アスペリティ内）
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[image: image17.emf]Slip velocity Fund. And Slip（背景領域）
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理論的手法による長周期側の計算に用いた震源特性化モデルの概要

　長周期側の計算に用いた震源特性化モデル（以下特性化モデルという）は、Wu他（2001）のModel Aのモデルの小断層分割を約4分の1に縮小し、ベクトルの平均値（すべり量・すべり角）をとって作成し、すべり量の全体の平均値は元のモデルに一致するようにフィッティングしている。従ってMoを基のモデルに一致していることとなる。特性化モデルのすべりの分布を図*に示す。

　また、理論的手法による長周期側の計算では、すべり関数（すべり速度関数）を設定する必要がある。ここでは、中村・宮武によるすべり速度関数と、単なる三角形のすべり速度関数の2種類のすべり速度関数による計算を行った。それぞれのすべり速度関数を図*および図*に示す。中村宮武のすべり速度関数が、前半で鋭いピークを持つのに対し、単なる三角形のすべり関数では、徐々に速度が増し、徐々に速度が減っていくものである。これは元のモデルでの最大すべり（図*右）の小断層におけるすべり速度関数に近いすべり関数である。
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特性化モデルのすべり量およびすべり分布（左）とベクトル（右）
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特性化モデルに用いたすべり速度関数1（中村・宮武）

（アスペリティ内は中村・宮武により算出、背景領域はその関数にすべりの比を掛けたもの）
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特性化モデルに用いたすべり速度関数2（単純三角形）

[image: image48.png]Velocity(em/sec)

Velocity-T144 UD

——UD (0bs)
——UD (Sim)

o W 0w W @ m @ W w
Time(sec)



[image: image49.png]800

Displacement-To52( ¥ {k2-= AT g <Y BHK)

600

&
8

place ment(cm)
2
8

200

-400

-600





図*　元のモデルの震源（左図）と最大すべり（右図）の小断層におけるすべり速度関数（位置は図５）

　計算結果の特徴的なものを図*～図*に示す。中村宮武のすべり関数を用いた変位波形を図*に、同観測点を対象に単純三角形のすべり関数を用いた変位波形を図*に示し、
中村宮武のすべり関数を用いた速度波形を図*に、同観測点を対象に単純三角形のすべり関数を用いた速度波形を図*に示す。
　変位波形には、それぞれのすべり関数を用いた計算結果に顕著な違いが現れなかったが、速度波形では中村宮武のすべり関数を用いた結果に、やや短周期成分が非常に多くみられ過大になっているのに対し、単なる三角形のすべり速度関数を用いた結果では、長周期の成分が支配的であるのがわかる。
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中村宮武のすべり関数を用いた特性化モデルの変位波形
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[image: image53.emf]Velocity-T052 NS　(特性化1-中村・宮武すべり関数)
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三角形のすべり関数を用いた特性化モデルの変位波形（理論的手法）
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[image: image55.emf]Velocity-T052 NS　(特性化2-三角形すべり関数)
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[image: image56.emf]Velocity-T089 NS　(特性化2-三角形すべり関数)
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中村宮武のすべり関数を用いた特性化モデルの速度波形（理論的手法）
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[image: image58.emf]Velocity-T144 NS　(特性化2-三角形すべり関数)
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三角形のすべり関数を用いた特性化モデルの速度波形（理論的手法）
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久田先生による縮小モデル（統計的震源モデルモデル法に用いた）
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統計的震源モデル法に用いたWuモデルの縮小モデル
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統計的震源モデル法に用いた特性化モデル


Wuモデルの縮小モデルの変位波形（統計的震源モデル法）

特性化モデルの変位波形（統計的震源モデル法）




Wuモデルの縮小モデルの速度波形（統計的震源モデル法）


特性化モデルの変位波形（統計的震源モデル法）
アスペリティ内
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図*(d)　Wu他（2001）のModel Aにおける計算波形と強震波形の比較（TCU078：速度波形）（理論的手法）





図８(c)　Wu他（2001）のModel Aにおける計算波形と強震波形の比較（TCU089：速度波形）（理論的手法）





図８(b)　Wu他（2001）のModel Aにおける計算波形と強震波形の比較（TCU052：速度波形）（理論的手法）





図８(a)　Wu他（2001）のModel Aにおける計算波形と強震波形の比較（TCU068：速度波形）（理論的手法）
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図８(c)　Wu他（2001）のModel Aにおける計算波形と強震波形の比較（TCU144：速度波形）（理論的手法）





図*(d)　Wu他（2001）のModel Aにおける計算波形と強震波形の比較（TCU075：速度波形）（理論的手法）





図８(c)　Wu他（2001）のModel Aにおける計算波形と強震波形の比較（TCU102：速度波形）（理論的手法）
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